









1966 年 4 月　日本体育大学体育学部体育学科入学
1970 年 4 月　日本鋼管入社（現 JFE スチール）
1981 年 4 月　日本体育大学バレーボール部コーチ
1983 年 4 月　日本体育大学助手
1987 年 4 月　日本体育大学講師
1993 年 4 月　日本体育大学助教授
2000 年 4 月　日本体育大学教授
2015 年 4 月　日本体育大学特任教授
2018 年 4 月　日本体育大学名誉教授
【競技歴】
1966 年　第 6 回世界選手権大会　第 5 位
1968 年　オリンピックメキシコ大会　銀メダル
1970 年　第 7 回世界選手権大会　第 3 位
1972 年　オリンピックミュンヘン大会　金メダル


























































































































































































てのオリンピックの結果はというと，7 勝 2 敗で



















































































































る．しかし 5 年後の 1977 年に日本のバレー界が
国際大会であまり勝てなくなってきたことから，
ワールドカップの日本開催の際に代表復帰し見事
準優勝という成績を収める．
その後 1980 年に現役を引退し，翌年日体大の
中田監督からの要望もあり日体大へコーチとして
復帰する．在職中には川合俊一氏，田中直樹氏，
泉川正幸氏，斎藤信治氏，山本隆弘氏らを育成す
るなど，日体大バレーボール部の躍進に大いに貢
献した．1987 年には監督となりインカレでも 4
度の日本一に輝いている．さらにはユニバーシ
アードの日本代表監督としても世界一を経験する
など，指導者としても輝かしい実績を残した．ま
た，このような戦績のみならず，高校の原田監督，
大学の中田監督から学んだような人間形成にも重
点を置き，優れた指導者を多く輩出している．
2003 年にはバレーボール国際殿堂入りを果たし，
その後 2010 年に日体大監督を退き，教え子でも
ある現日体大男子バレーボール部監督の山本健之
氏にバトンを渡している．
５．後輩に一言
スポーツ選手ではなく，まずは大学生だという
ことを再認識してほしい．スポーツ推薦で入学し
ているからといって，スポーツだけの“スポーツ
馬鹿”で良いというわけではない．当時の日本代
表の松平監督も，「バレー馬鹿にはなるな，必ず
朝 30 分で良いから新聞を読みなさい．」と仰って
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福井　元・他：メダリストへの軌跡―森田淳悟選手―
いた．教員採用試験の合格率も年々厳しくなって
きているようだが，スポーツばかりでなく学業に
も力を入れ教員として採用される学生や，広く社
会で通用する人間に成長して欲しい．
1972 年朝日賞の授与式
ミュンヘンオリンピックでのドライブサーブ
ミュンヘンオリンピック対ブラジル戦
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